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健康、歴史、経済、くらしなどをテーマにした全７

回の講座です。心豊かな生きがいのある人生を送りま

せんか。

※10月17日(水)に参加自由・料金別途の研修旅行を予

定しています。

【ところ】市民交流センター(地福寺町)

【対　象】市内在住・在勤の人

【定　　員】280人

【受 講 料】2,500円(全７回)

【申込期間】５月10日(木)〜 ９時〜16時(水曜日休館)

※定員になり次第受付終了。

【申 込 み】受講料を添えて直接市民交流センターまで

              お申し込みください。

福寿大学の受講生を募集します
■問長浜市民交流センター（☎６５−３３６６）

回 開講日 テ　ー　マ 講　師

１ ６月 ６日(水)
福寿大学30周年記念講演

「世の中はなぜウソがまかり通るのか」

中部大学教授(特任教授)

武
たけ

田
だ

邦彦
くにひこ

2 ７月 ６日(金)
「毎日を　まめにいきいき　健やかに

〜からだ・こころの元気のヒント〜」

浅井東診療所　所長

松
まつ

井
い

善典
よしのり

３ ７月26日(木） 「雨森芳洲と朝鮮通信使」
高月観音の里歴史民俗資料館　副参事

佐々木
さ さ き

悦
えつ

也

４ ８月10日(金)
「詩が開いた心の扉

〜奈良少年刑務所での試み～」

作家

寮
りょう

美千子
み ち こ

５ ９月18日(火) 法話コンサート「ありがとう」
光明寺住職・シンガーソングライター

三
み

浦
うら

明
あか

利
り

６ 10月 ２日(火) 「湖北地方の気象に関する話」 彦根地方気象台　出前講座

７ 11月 １日(木)
「笑いと健康」

講演と落語

落語家

笑
しょう

福
ふく

亭
てい

呂
ろ

好
こう

や

※講座時間はいずれも13時30分〜15時30分

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、
長
き
に
わ
た

り
、
支
援
が
必
要
な
人
と
関
係
機
関
を
つ
な

ぎ
、
ま
た
、
人
と
ひ
と
、
人
と
地
域
と
を
結

び
、
献
身
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
い
ま
す
。

高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
へ
の
支

援
が
必
要
な
と
き
、
子
育
て
・
介
護
で
の
心

配
事
や
不
安
な
ど
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と

き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
地
域
の
身
近
な
相

談
役
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
次
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

○
調
査
と
実
態
把
握

地
域
住
民
の
生
活
状
態
を
、
必
要
に
応
じ

て
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。

○
相
談
・
援
助
、
情
報
提
供

援
助
を
必
要
と
す
る
人
が
、
自
立
し
た
日

常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
生
活
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
い
ま

す
。

○
関
係
団
体
と
の
連
携
や

行
政
機
関
へ
の
協
力

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
者
や
団
体

等
と
の
連
携
を
深
め
、
そ
の
事
業
や
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
行
政
機
関
の
業
務
に

協
力
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉
活
動
と

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
活
動

地
域
で
暮
ら
す
人
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
の
活
動
を
、
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま

す
。
ま
た
、
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

で
組
織
す
る
「
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
」
で
、
委
員
同
士
の
情
報
交
換
や
連
絡
調

整
を
図
る
例
会(

月
に
１
回
程
度)

等
の
活
動

や
、
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
会
に

参
加
し
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
活
動

主
任
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
中
で
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門

的
に
担
当
す
る
委
員
で
、
地
区
ご
と
に
選
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
に
関
す
る
機
関
と
担
当
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
絡
調
整
や
援

助
お
よ
び
協
力
を
行
い
ま
す
。

■問
社
会
福
祉
課(

☎�
６
５
ー
６
５
３
６
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

神
田
山
だ
い
す
き
！

お
相
撲
だ
い
す
き
！

長
浜
南
幼
稚
園
に
は
、
素
敵
な

宝
物
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
神

田
山
」
で
す
。
本
園
は
神
田
山
に

隣
接
し
て
い
る
の
で
、
春
は
心
地

よ
い
風
を
全
身
に
感
じ
な
が
ら
の

坂
す
べ
り
、
夏
は
ロ
ー
プ
登
り
や

マ
ラ
ソ
ン
の
後
に
木
陰
で
ひ
と
涼

み
、
秋
は
落
ち
葉
や
キ
ノ
コ
、
木

の
実
を
探
す
探
検
ご
っ
こ
、
冬
は

広
い
斜
面
で
そ
り
す
べ
り
な
ど
、

四
季
を
通
じ
て
思
う
存
分
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
活
動

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力

が
向
上
し
、
四
季
折
々
の
自
然
を

肌
で
感
じ
な
が
ら
、
五
感
も
豊
か

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
感
動
体

験
と
し
て
た
め
込
ま
れ
、
幼
児
期

に
必
要
な
た
く
ま
し
い
身
体
や
豊

か
な
心
の
育
成
に
結
び
つ
く
と
考

え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
宝
物
は
、
「
土

俵
」
で
す
。
西
黒
田
地
域
は
、
金

太
郎
伝
説
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

園
庭
に
も
土
俵
が
あ
り
、
月
１

回
、
「
す
も
う
の
日
」
を
決
め

て
、
相
撲
遊
び
を
行
っ
て
い
ま

す
。
勝
負
に
負
け
る
こ
と
が
悔
し

く
て
泣
く
子
や
、
な
か
な
か
勝
て

な
い
子
も
出
て
き
ま
す
。
し
か

し
、
そ
こ
で
く
じ
け
ず
に
、
何
度

も
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
強
い
心
が

育
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
「
お

願
い
し
ま
す
」
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
大
き
な
声
で
挨

拶
し
た
り
、
「
よ
く
が
ん
ば
っ
た

ね
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け

た
り
す
る
な
ど
、
礼
儀
と
、
相
手

を
思
い
や
る
気
持
ち
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
地
域

の
相
撲
大
会
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
り
、
宮
城
野
部
屋
合
宿
の

子
ど
も
相
撲
で
、
横
綱
白
鵬
関
と

同
じ
土
俵
に
上
が
っ
た
り
す
る
な

ど
、
貴
重
な
経
験
の
場
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

い
つ
も
園
児
た
ち
の
こ
と
を
気

に
か
け
、
温
か
く
応
援
し
て
く
だ

さ
る
地
域
の
人
々
に
、
感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
、

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

学校・園活動
紹介
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▲園庭の土俵での相撲遊び

▲神田山でのそりすべり

【滋賀県レイカディア大学とは】
滋賀県社会福祉協議会では、高齢者が新しい知識と教

養を身につけ、地域の担い手として登場できるよう支援
するため滋賀県レイカディア大学を開設しています。

【修業年限】
平成30年10月～平成32年９月の２年間

【入学資格】
現に県内に居住し、平成30年10月１日時点において

60歳以上の人で、大学設置の趣旨を理解し、学習意欲に
富み、通学および各種講義に出席できる健康な人。ま
た、卒業後、学習の成果を生かした地域活動等に意欲が
ある人。なお、過去に入学を許可された人の応募はでき
ません。

【授業料】
授業料は、各学年、前期・後期ともに25,000円で

す。ただし、教材費、傷害保険料、見学・研修の経費お
よび自主活動等に要する経費等は学生の負担とします。

【出願手続き等】
募集要項および入学願書は、社会福祉協議会、まち

づくりセンター、または老人クラブ連合会などにあり
ます。また、びわこシニアネット
(http://www.e-biwako.jp/)からダウンロードすること
もできます。

入学願書は、募集要項をよく読んで必要事項を記入
のうえ、下記まで郵送してください。

【入学願書受付期間】
６月１日(金)から７月31日(火)

【問合せ・申込先】
〒525-0072
滋賀県草津市笠山７-８-138
滋賀県レイカディア大学草津校（本部）
☎�０７７－５６７-３９０１

滋賀県レイカディア大学　第41期　学生の募集について

(敬称略)


